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共に闘う仲間たちが再集結

安安心心ししてて働働きき続続けけらられれるる賃賃金金・・任任用用制制度度のの確確立立！！
第94回定期大会継継続続的的なな新新規規採採用用をを勝勝ちち取取りり再再直直営営化化をを目目指指そそうう！！

大
会
は
議
長
団
に
蒲
田
支
部

・
高
牟
禮
代
議
員
、
練
馬
支
部

・
夏
原
代
議
員
を
選
出
し
始
ま

り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
多
田
委

員
長
よ
り
、「
能
登
半
島
地
震

に
対
し
て
の
お
見
舞
い
と
被
災

地
支
援
」
に
つ
い
て
、「
23
区

と
清
掃
一
組
、
全
て
に
お
い
て

新
規
採
用
が
再
開
さ
れ
た
こ
と

に
対
す
る
敬
意
と
現
状
の
課

題
」
に
つ
い
て
、
最
後
に
「
来

年
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
岸
ま
き
子
自
治
労
組
織
内

参
議
院
議
員
の
圧
倒
的
得
票
数

で
の
再
選
」
な
ど
に

つ
い
て
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
い
た
多

く
の
来
賓
の
中
か
ら

7
名
の
方
々
よ
り
、

激
励
と
連
帯
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
各
推
薦

議
員
や
友
誼
団
体
・

労
働
組
合
か
ら
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
貼
り
出
し
て
参

加
者
と
と
も
に
確
認

し
ま
し
た
。

一
般
経
過
報
告
は

渡
辺
書
記
長
、
会
計

監
査
報
告
は
宮
本
会

計
幹
事
、
2
0
2
3

年
度
会
計
決
算
報
告

は
萩
原
書
記
次
長
、

中
央
選
挙
運
営
委
員

会
報
告
は
原
田
選
運

委
員
長
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
報
告

が
あ
り
、
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
議
事
に
移
行
し
、
第

1
号
議
案
「
2
0
2
4
年
度
運

動
方
針
（
案
）」
が
西
村
副
委

員
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
品
川
支

部
の
神
戸
代
議
員
よ
り
、
過
渡

期
を
迎
え
て
い
る
青
年
部
の
現

状
を
報
告
し
「
こ
れ
か
ら
の
清

掃
事
業
・
組
織
を
担
っ
て
い
く

ん
だ
と
い
う
熱
い
想
い
を
持
っ

た
仲
間
を
1
人
で
も
多
く
増
や

し
、
若
い
仲
間
の
力
を
結
集
し

て
組
織
の
底
上
げ
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。」
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
西
村
副
委
員
長
か
ら

は
「
青
年
層
が
活
動
の
意
義
を

自
ら
啓
発
で
き
る
こ
と
と
環
境

の
提
供
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
築
い
て

参
り
た
い
」
と
の
答
弁
と
と
も

に
、
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
足
立

支
部
・
砧
支
部
か
ら
の
質
問
に

対
し
答
弁
が
さ
れ
、
全
体
で
今

後
の
課
題
を
共
有
し
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
2

号
議
案
「
2
0
2
4
年
度
組
合

費
に
つ
い
て
（
案
）」、
第
3
号

議
案
「
2
0
2
4
年
度
各
会
計

予
算
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
清
掃
共
済
の
課
題
や
青

年
部
活
動
の
豊
富
化
を
踏
ま
え

て
萩
原
書
記
次
長
に
よ
り
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ

い
て
も
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、3
本
の
決
議（
案
）、

大
会
宣
言
（
案
）
が
上
程
さ
れ

採
択
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全

員
で
確
認
し
、
多
田
委
員
長
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大

会
は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。新

た
に
確
立
さ
れ
た
運
動
方

針
の
も
と
、
今
後
一
年
間
の
闘

い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
賃
金

・
労
働
条
件
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
組
織
の
発
展
と
運

動
の
前
進
を
目
指
し
、
全
組
合

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ス
ム

ー
ズ
な
進
行
へ
の
ご
協
力
に
対

し
、
執
行
部
一
同
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
（
泉
田

和
明
）

わ
が
組
合
は
、
3
月
17
日
、
連
合
会
館
に
て
第
94
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
度
運
動
方
針
案
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
今
後
一

年
間
の
闘
う
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
5
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規
模
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

▲5年ぶりのコロナ禍前の規模での開催

企画・総務局
萩原 崇氏

▲駆けつけていただいた来賓の皆様▲発言する神戸代議員（品川支部）

3
月
14
日
（
木
）
に
団
体
交

渉
を
実
施
し
、「
2
0
2
4
年

度
現
業
系
賃
金
・
人
事
制
度
に

関
わ
る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

要
求
内
容
は
5
課
題
41
項
目

と
な
っ
て
お
り
、「
人
事
委
員
会

に
対
し
、
特
別
区
の
実
態
を
踏

ま
え
た
公
民
比
較
方
法
の
見
直

し
を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
」

「
技
能
・
業
務
系
職
員
の
賃
金

制
度
・
水
準
の
改
善
に
つ
い

て
、人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

魅
力
あ
る
賃
金
水
準
と
す
る
こ

と
」「
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
本

給
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
」「
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
で
の

生
活
実
態
に
相
応
し
い
一
時
金

の
引
上
げ
と
円
滑
な
作
業
体
制

を
阻
害
す
る
勤
勉
手
当
を
廃
止

し
、
勤
勉
手
当
に
一
本
化
す
る

こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
求
め
ま

し
た
。さ
ら
に
は
、技
能
・
業
務

系
人
事
制
度
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
、
高
齢
期

の
雇
用
制
度
、
採
用

選
考
の
手
法
、
夏
季

に
お
け
る
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て
も
職
場

実
態
を
踏
ま
え
て
訴

え
ま
し
た
。

春
段
階
で
の
要
求

書
を
提
出
し
、
秋
に

向
け
た
闘
い
が
実
質

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
全
世
代
が
納

得
で
き
る
魅
力
あ
る
賃
金
水
準

と
な
る
よ
う
、
全
組
合
員
の
総

力
を
結
集
し
闘
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
今
後
の
あ
ら
ゆ
る
取
り

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
栗
澤

紀
和
）

22002244年年度度賃賃金金確確定定（（第第11回回））団団体体交交渉渉
組合員の総意として5課題41項目を要求

▲新たな運動方針のもと団結してがんばろう ▲要求書を手交

第1078号せ い そ う 労 働 者（１）２０２４年３月２６日


